
文化財をたずねて

黒田家・官兵衛ゆかりの地
　　　　　（姫路市西部）めぐり

　

姫
路
市
西
部
は
、
永
禄
十
二
年
︵
一
五
六
九
︶
官
兵
衛
が
初
め
て
大
き
な
戦
い
に
挑
ん
だ

青
山
合
戦
か
ら
、
天
正
八
年
︵
一
五
八
〇
︶
秀
吉
の
英
賀
・
長
水
城
攻
め
に
よ
っ
て
播
磨
が

平
定
さ
れ
る
ま
で
の
地
が
多
い
。
織
田
氏
の
中
国
攻
め
の
前
哨
戦
で
あ
る
播
磨
の
戦
い
は
、

別
所
氏
・
小
寺
氏
ら
の
相
次
ぐ
叛
旗
に
よ
っ
て
混
迷
を
極
め
、
多
く
の
地
が
戦
火
に
見
舞
わ

れ
た
。
姫
路
市
西
部
に
は
当
時
の
古
戦
場
や
城
・
構
居
・
寺
院
跡
等
が
多
く
残
っ
て
お
り
、

若
き
日
の
官
兵
衛
や
秀
吉
の
播
磨
平
定
戦
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
峰
相
山
鶏
足
寺
跡
︵
伊
勢
・
峰
相
︶

　
鶏
足
寺
は
峰
相
山
︵
標
高
二
三
九
・
七
ｍ
︶
の
南

腹
に
位
置
す
る
山
岳
寺
院
で
、
新
羅
の
王
子
の
創
建
、

金
堂
・
講
堂
・
法
華
堂
・
五
大
尊
堂
・
鐘
楼
・
五
重

塔
・
三
重
塔
・
宝
蔵
・
僧
坊
な
ど
三
百
余
の
建
物
が

あ
っ
た
と
さ
れ
る
︵
﹃
峰
相
記
﹄
︶
。
天
正
六
年
︵
一

五
七
八
︶
峰
相
山
鶏
足
寺
の
宗
徒
が
秀
吉
に
叛
い
て

蜂
起
し
た
た
め
、
秀
吉
は
黒
田
官
兵
衛
に
命
じ
、

こ
れ
を
伐
た
せ
た
。
官
兵
衛
は
太
市
郷
民
を
誘
い
、

八
月
十
日
同
寺
に
攻
め
寄
せ
、
坊
舎
を
破
却
し
た

︵﹃
姫
路
城
史
﹄︶。
現
地
は
﹁
石
倉
峰
相
の
里
﹂、﹁
太

陽
公
園
﹂
横
の
東
洋
大
姫
路
野
球
グ
ラ
ン
ド
、
上
伊

勢
︵
伊
勢
小
学
校
横
︶
か
ら
の
﹁
山
陽
自
然
歩
道
﹂

か
ら
登
れ
、
現
在
、
礎
石
・
五
輪
塔
・
石
垣
跡
が
残

さ
れ
て
い
る
。
﹃
太
市
村
誌
﹄
に
も
﹁
︵
鶏
足
寺
は
︶

羽
柴
家
ニ
叛
ス
、
天
正
六
年
八
月
十
日
太
市
郷
民

ニ
仰
セ
、
小
寺
氏
ノ
下
知
ト
シ
テ
破
却
ス
。
傘
ニ

火
ヲ
カ
ケ
坊
舎
ヲ
焼
ス
﹂
と
記
載
さ
れ
、
峰
相
山

鶏
足
寺
が
秀
吉
の
中
国
攻
め
に
抵
抗
、
太
市
の
郷

民
が
坊
舎
に
火
を
か
け
消
滅
し
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。
太
市
の
破
磐
神
社
で
は
、
毎
年
八
月
十
五

日
に
厄
年
の
氏
子
ら
が
本
殿
前
の
舞
殿
で
松
明
を

床
に
た
た
き
つ
け
合
う
祭
り
﹁
奉
点
燈
祭
﹂
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
峰
相
山
鶏
足
寺
の
衆
徒
ら
を
供

養
す
る
た
め
に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

②
十
地
坊
跡
︵
書
写
︶

　﹃
信
長
公
記
﹄
に
、
天
正
六
年
︵
一
五
七
八
︶
羽
柴

秀
吉
が
加
古
川
の
賀
須
屋
︵
糟
谷
︶
の
城
か
ら
書
写

山
に
居
陣
し
播
磨
攻
略
の
拠
点
に
し
て
い
た
と
記
述

さ
れ
て
い
る
が
、﹃
播
磨
鑑
﹄
等
に
は
﹁
白
山
の
十
地

坊
に
入
っ
た
﹂
と
具
体
的
に
出
て
く
る
。
同
年
、
東

播
三
木
城
の
別
所
氏
が
蜂
起
す
る
と
、
美
作
国
境
付

近
で
軍
事
行
動
中
だ
っ
た
秀
吉
は
書
写
山
に
戻
っ
た
。

こ
の
時
、
円
教
寺
は
三
千
石
の
兵
糧
米
を
提
供
す

る
な
ど
寺
の
保
護
に
努
め
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

秀
吉
の
軍
勢
は
三
月
六
日
、
山
内
の
坊
舎
仏
閣
を

破
壊
し
﹁
老
若
上
下
方
々
馳
散
﹂
す
る
状
況
に
陥
っ

た
と
い
う
︵
﹁
播
州
書
写
山
円
教
寺
古
今
略
記
﹂
︶
。

十
地
坊
は
大
講
堂
の
横
手
か
ら
白
山
権
現
に
向
か

う
途
上
に
あ
り
、
標
高
三
六
〇
ｍ
級
の
書
写
山
で

最
も
高
い
峰
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
の
下
に
は
摩

尼
殿
や
大
講
堂
な
ど
の
円
教
寺
の
主
要
伽
藍
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戦
乱
に
備
え
て
書
写
山

円
教
寺
も
立
て
籠
も
る
こ
と
の
で
き
る
城
郭
を
築

い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

③
土
器
山
︵
下
手
野
︶

　
永
禄
十
二
年
︵
一
五
六
九
︶
八
月
九
日
、
龍
野

城
主
赤
松
政
秀
が
三
千
の
兵
を
率
い
姫
路
西
方
の

青
山
ま
で
攻
め
寄
せ
た
。
そ
の
時
、
官
兵
衛
は

姫
路
城
で
政
秀
軍
を
迎
え
る
の
は
不
利
と
考
え
、

﹁
播
州
土
器
山
に
て
対
陣
し
た
﹂
︵
﹃
黒
田
家
譜
﹄
︶
。

土
器
山
は
現
在
の
秩
父
山
に
比
定
さ
れ
、
﹁
今
宿

手
野
の
間
、
国
道
の
北
な
る
小
連
峰
を
い
ふ
、
標

高
五
十
五
米
也
﹂
︵
﹃
飾
磨
郡
誌
﹄
︶
。
﹃
播
州
続
古

処
拾
考
﹄
に
は
﹁
下
手
野
村
北
山
を
瓦
山
と
い
ふ

ハ
青
山
堂
を
た
て
し
時
、
瓦
を
や
き
し
と
云
﹂
と

あ
り
、
地
元
で
は
、
か
つ
て
山
名
宗
全
が
青
山
に

寺
を
建
て
た
時
、
こ
こ
で
瓦
を
焼
い
た
の
で
﹁
瓦

山
﹂
と
伝
わ
る
。
﹃
姫
路
城
史
﹄
に
は

“
か
わ
ら

や
ま
”
“
か
わ
ら
け
や
ま
”
音
が
近
い
。
お
そ
ら

く
こ
れ
を
誤
っ
て

“
土
器
山
”
と
記
し
た
の
で
は

な
い
か
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
。
﹁
土
器
山
﹂
の
陣

跡
は
下
手
野
の
船
越
神
社
か
ら
階
段
を
上
り
、
金
比

羅
社
の
横
道
を
上
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
山
上
か
ら

見
る
と
、
龍
野
勢
の
攻
め
口
︵
桜
峠
︶
と
姫
路
城

と
が
ほ
ぼ
一
直
線
上
に
あ
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
。

④
青
山
古
戦
場
︵
青
山
︶

　
永
禄
十
二
年
︵
一
五
六
九
︶
八
月
九
日
、
龍
野

勢
は
夜
陰
に
乗
じ
て
土
器
山
を
襲
撃
、
こ
の
戦
い
で

官
兵
衛
は
母
里
氏
ら
を
は
じ
め
多
く
の
家
臣
を

失
っ
た
。
明
日
は
も
っ
と
多
く
の
犠
牲
者
を
出
す
と

踏
ん
だ
官
兵
衛
は
相
手
の
油
断
を
突
く
作
戦
に

打
っ
て
出
た
。
黒
田
軍
は
小
丸
山
︵
現
在
の
青
山

西
五
丁
目
北
側
の
住
宅
団
地
と
青
山
ゴ
ル
フ
場
付

近
︶
に
着
陣
し
て
い
た
赤
松
政
秀
軍
の
背
後
を
つ
き
、

ま
た
英
賀
の
三
木
通
秋
軍
の
加
勢
も
あ
っ
て
龍
野

勢
を
混
乱
に
陥
れ
大
い
に
こ
れ
を
破
っ
た
と
い
う
。

こ
の
戦
い
の
跡
が
﹁
千
石
池
﹂
と
﹁
小
丸
山
﹂
で
、

今
も
政
秀
軍
が
逃
げ
た
と
い
う
抜
け
道
が
残
り
、﹁
千

石
池
﹂
は
人
の
首
が
落
ち
て
い
た
と
か
で
﹁
戦
国

池
﹂
と
呼
び
名
が
転
じ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。

こ
の
﹁
青
山
合
戦
﹂
は
三
木
の
別
所
軍
と
龍
野
の

赤
松
政
秀
軍
が
呼
応
し
て
小
寺
政
職
の
御
着
城
を

攻
め
よ
う
と
し
た
戦
い
で
あ
る
。

⑤
英
賀
神
社
に
残
る
土
塁
跡
︵
飾
磨

　

区
英
賀
宮
町
二
丁
目
︶

　
英
賀
は
夢
前
川
の
河
口
近
く
、
東
西
に
連
な
る

砂
州
の
帯
上
に
あ
り
、
北
は
後
背
湿
地
、
西
に
夢

前
川
、
東
に
水
尾
川
に
囲
ま
れ
、
そ
の
周
囲
に
土

塁
が
築
か
れ
て
い
た
。
も
と
も
と
村
全
体
を
水
害

か
ら
守
る
た
め
に
築
か
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
英
賀

に
は
か
つ
て
港
を
も
つ
市
場
が
形
成
さ
れ
、
そ
こ
へ

本
徳
寺
︵
英
賀
御
堂
︶
な
ど
の
真
宗
寺
院
が
建
て

ら
れ
て
か
ら
﹁
寺
内
町
﹂
と
し
て
の
性
格
を
も
つ

と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
土
塁
は
そ
の
﹁
寺
内
町
﹂
を

守
る
よ
う
に
連
な
り
、
一
〇
の
出
入
り
口
が
設
け

ら
れ
て
い
た
。
従
来
、
英
賀
城
を
紹
介
す
る
文
献
の

多
く
は
英
賀
全
体
を
取
り
囲
む
土
塁
の
内
側
を
英
賀

城
と
し
て
き
た
が
、﹃
播
磨
鑑
﹄
に
は
﹁
英
賀
城
﹂
と

﹁
英
賀
村
古
城
跡
﹂
と
区
別
し
た
表
記
が
な
さ
れ
て

い
る
。
証
如
上
人
の
﹃
天
文
日
記
﹄
に
も
﹁
英
賀

三
ヶ
村
﹂
と
記
さ
れ
て
お
り
、
英
賀
は
明
蓮
寺
を

中
心
と
す
る
集
落
、
英
賀
神
社
を
中
心
と
す
る
集
落
、

中
浜
町
周
辺
の
集
落
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
現
在
、
土
塁
が
残
っ
て
い
る
の
は
英
賀

薬
師
︵
英
賀
東
町
一
丁
目
︶
の
北
側
と
英
賀
神
社

本
殿
裏
の
み
で
あ
る
。
本
殿
横
に
司
馬
遼
太
郎
の

﹃
播
磨
灘
物
語
﹄
文
学
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

⑥
英
賀
城
本
丸
跡
碑
︵
飾
磨
区
中
浜

　

町
二
丁
目
︶

　
中
浜
町
二
丁
目
の
辺
り
を
字
﹁
城
内
﹂
と
い
い
、

か
つ
て
﹁
英
賀
城
﹂
と
言
わ
れ
る
城
郭
施
設
が

建
っ
て
い
た
。
﹃
英
城
日
記
﹄
に
よ
る
と
、
英
賀
城

主
は
讃
岐
三
木
郡
を
領
し
た
伊
予
河
野
氏
の
一
族
で
、

応
永
︵
一
三
九
四
〜
一
四
二
七
︶
の
頃
、
細
川
氏
の

た
め
に
讃
岐
を
追
わ
れ
、
赤
松
氏
を
頼
っ
て
播
磨
に

来
た
。
は
じ
め
松
原
郷
恋
浜
に
居
住
し
た
が
、

嘉
吉
の
乱
︵
一
四
四
一
︶
後
、
英
賀
に
移
っ
て
、

天
正
八
年
︵
一
五
八
〇
︶
羽
柴
秀
吉
の
攻
撃
を
受

け
て
滅
ぶ
ま
で
九
代
百
四
十
年
間
、
そ
の
地
位
を

世
襲
し
た
と
あ
る
。﹃
天
文
日
記
﹄
に
よ
る
と
、﹁
英

賀
村
三
カ
村
﹂
は
六
人
の
﹁
長
衆
﹂
や
十
一
人
の

﹁
中
老
衆
﹂
に
よ
る
自
治
が
行
わ
れ
、
そ
の
長
衆
の

一
人
が
本
徳
寺
︵
英
賀
御
堂
︶
を
開
創
し
た
中
心

人
物
で
、
英
賀
城
落
城
時
の
三
木
通
秋
の
先
祖
で

は
な
い
か
と
さ
れ
る
。
﹁
英
賀
城
本
丸
﹂
が
建
っ
て

い
た
字
﹁
城
内
﹂
は
周
囲
の
低
湿
地
だ
っ
た
所
よ
り

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
高
く
な
っ
て
お
り
、
一
丁
目
と

二
丁
目
の
境
界
と
な
っ
て
い
る
水
路
が
堀
跡
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

⑦
明
蓮
寺
境
内
﹁
英
賀
本
徳
寺
趾
﹂
碑

　

︵
飾
磨
区
英
賀
西
町
二
丁
目
︶

　
十
五
世
紀
後
期
、
本
願
寺
祐
全
が
英
賀
で
道
場
を

建
て
、
永
正
十
二
年
︵
一
五
一
五
︶
本
願
寺
蓮
如
上

人
の
弟
子
空
善
に
よ
っ
て
本
徳
寺
︵
英
賀
御
堂
︶
が

建
立
さ
れ
た
。
蓮
如
上
人
の
孫
実
玄
が
初
代
住
持

に
つ
き
、
英
賀
は
播
磨
に
お
け
る
一
向
宗
の
拠
点

と
な
っ
た
。
や
が
て
信
長
と
大
坂
本
願
寺
が
戦
火
を

交
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
英
賀
か
ら
本
願
寺
へ
兵

糧
が
運
び
込
ま
れ
、
英
賀
は
本
願
寺
と
結
ん
だ
毛

利
水
軍
の
中
継
基
地
と
な
っ
た
、
信
長
配
下
の
秀

吉
に
と
っ
て
英
賀
は
重
大
な
攻
撃
目
標
と
な
り
、

天
正
八
年
︵
一
五
八
〇
︶
四
月
二
十
六
日
に
落
城
。

そ
の
二
年
後
、
本
徳
寺
は
秀
吉
よ
り
三
百
石
の
寺

領
の
寄
進
を
受
け
亀
山
に
堂
宇
を
遷
さ
れ
た
。
こ

れ
が
現
在
の
亀
山
本
徳
寺
で
あ
る
。
か
つ
て
英
賀

本
徳
寺
の
あ
っ
た
所
に
、
昭
和
三
年
︵
一
九
二
八
︶

碑
が
建
て
ら
れ
た
が
、
昭
和
十
六
年
︵
一
九
四
一
︶

日
本
製
鐵
広
畑
製
鉄
所
建
設
に
伴
う
夢
前
川
の
河

川
付
け
替
え
で
河
川
敷
と
な
っ
た
た
め
、
碑
は
明

蓮
寺
境
内
に
移
さ
れ
た
。

⑧
山
崎
構
居
跡
︵
英
賀
保
︶

　﹃
播
磨
鑑
﹄
に
よ
る
と
、
英
賀
三
木
家
の
一
族
山

崎
惣
右
衛
門
の
守
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
天
正

八
年
︵
一
五
八
〇
︶
羽
柴
秀
吉
は
英
賀
攻
略
に
あ

た
っ
て
、
弟
秀
長
を
遣
り
山
崎
山
に
陣
を
敷
か
せ
た
。

こ
の
時
、
惣
右
衛
門
は
武
勇
を
尽
く
す
も
大
勢
に

囲
ま
れ
討
死
に
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
圧
倒

的
な
軍
勢
で
短
期
間
に
攻
め
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
、

こ
こ
に
は
城
跡
ら
し
き
も
の
が
残
っ
て
お
ら
ず
、

﹁
長
さ
十
四
間
横
六
間
、
陣
小
屋
を
掛
﹂
と
あ
る

︵﹁
播
州
古
城
跡
集
﹂︶。
現
在
、
山
崎
山
の
麓
に
あ
る

亀
山
本
徳
寺
廟
所
か
ら
登
る
こ
と
が
で
き
、
山
頂
は

水
源
地
に
な
っ
て
い
る
。
東
南
部
斜
面
の
削
平
地
に

城
跡
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。

⑨
町
坪
構
居
跡
︵
荒
川
︶

　
英
賀
城
三
木
氏
の
支
城
で
、
東
西
二
十
八
間
、

南
北
二
十
六
間
の
平
城
で
あ
っ
た
︵
﹃
播
磨
鑑
﹄
︶
。

領
主
は
町
ノ
坪
弾
四
郎
主
水
佐
で
、
英
賀
の
幕
下

で
あ
っ
た
が
戦
闘
で
武
功
を
挙
げ
る
も
討
死
し
、

そ
の
後
、
黒
田
兵
庫
頭
︵
利
高
カ
︶
が
守
っ
た
と

い
う
。
﹃
飾
磨
郡
誌
﹄
に
﹁
町
坪
合
戦
﹂
と
し
て
、

天
正
八
年
︵
一
五
八
〇
︶
黒
田
官
兵
衛
が
攻
略
し
、

井
口
猪
之
助
と
三
宅
藤
十
郎
に
預
け
た
が
、
夜
襲
を

受
け
、
井
口
が
勇
戦
し
た
が
、
敵
前
に
て
腹
を
切
っ

た
話
が
載
っ
て
い
る
。
当
時
、
町
坪
構
居
は
﹁
用

害
︵
要
害
︶
﹂
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
﹁
土
居
ノ
内
﹂

と
い
う
字
名
が
残
っ
て
い
る
。
本
丸
跡
を
中
心
に

堀
跡
と
見
ら
れ
る
水
路
が
残
る
と
共
に
、
構
居
の

北
東
約
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
所
の
﹁
茶
園
堀
﹂
は

堀
跡
と
言
わ
れ
、
南
西
隅
に
五
輪
塔
群
が
残
っ
て

い
る
。
地
元
で
は
天
正
八
年
︵
一
五
八
〇
︶
の
合

戦
で
討
ち
死
に
し
た
町
坪
弾
四
郎
一
統
の
埋
骨
・

立
塔
の
跡
と
言
わ
れ
、
今
も
八
月
三
十
一
日
に
供

養
が
行
わ
れ
て
い
る
。

⑩
仏
日
山
法
輪
寺
︵﹁
茶
く
れ
ん
寺
﹂︶

　

︵
荒
川
︶

　
臨
済
宗
妙
心
寺
派
、
本
尊
は
行
基
作
と
伝
え
ら

れ
る
薬
師
如
来
。
開
創
は
平
安
時
代
と
推
定
さ
れ
、

鎌
倉
時
代
に
は
海
石
山
晦
蓮
寺
と
称
す
る
天
台
寺

院
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
﹃
播
磨
鑑
﹄
に
は
、

宝
林
寺
と
書
き
赤
松
則
祐
の
建
立
で
寺
領
五
十
石
、

赤
穂
郡
の
宝
林
寺
よ
り
雪
渓
和
尚
が
移
り
住
み
禅

寺
に
な
っ
た
と
あ
る
。
嘉
吉
の
乱
︵
一
四
四
一
︶
後
、

英
賀
の
三
木
氏
の
崇
敬
を
受
け
、
寺
領
を
安
堵
さ

れ
る
。
天
正
八
年
︵
一
五
八
〇
︶
、
羽
柴
秀
吉
が

英
賀
城
攻
め
の
途
次
、
平
服
で
当
寺
に
立
ち
寄
り

茶
を
所
望
し
た
が
、
秀
吉
と
わ
か
ら
ず
白
湯
を
出

し
た
の
で
、
秀
吉
か
ら

“湯
沢
山
茶
く
れ
ん
寺
”
の

寺
号
が
与
え
ら
れ
た
伝
承
が
残
る
。
江
戸
時
代
に

入
り
、
妙
心
寺
派
仏
日
山
法
輪
寺
と
改
称
し
た
と

い
う
。
朱
印
地
九
石
・
山
林
竹
木
諸
役
免
除
、
九

通
の
朱
印
状
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十

五
年
度
に
は
、
秀
吉
の
腰
掛
石
が
榧
の
木
の
下
に

再
現
さ
れ
た
。

コ
ー
ス
案
内

︻
英
賀
コ
ー
ス
︼

■
起
点
・
山
陽
電
鉄
西
飾
磨
駅
↓︵
三
八
〇
ｍ
︶↓
英
賀

　
城
本
丸
跡
碑
↓︵
五
五
〇
ｍ
︶↓
英
賀
薬
師
堂
↓︵
九

　
〇
〇
ｍ
︶↓
英
賀
神
社
・
英
賀
城
跡
公
園
↓︵
六
八
〇

　
ｍ
︶↓
明
蓮
寺︵
英
賀
本
徳
寺
趾
碑
︶↓︵
六
〇
〇
ｍ
︶

　
↓
終
点
・
山
陽
電
鉄
夢
前
川
駅

︻
青
山
コ
ー
ス
︼

■
起
点
・
Ｊ
Ｒ
播
磨
高
岡
駅
↓︵
一
・
二
㎞
︶↓
土
器
山
・

　
青
山
合
戦
陣
地
跡
↓︵
一
・
五
㎞
︶
↓
稲
岡
神
社
↓

　︵
二
六
〇
ｍ
︶
↓
宗
全
寺
跡
↓︵
一
・
四
㎞
︶
↓
青
山

　
古
戦
場
跡
↓︵
三
五
〇
ｍ
︶↓
終
点
・
神
姫
バ
ス﹁
青

　
山
坂
下
﹂停
留
場

表
紙
写
真
　
土
器
山

平
成
二
十
六
年
六
月
発
行

　
　
姫
路
市
教
育
委
員
会

　
　
姫
路
市
文
化
財
保
護
協
会

き
ゅ
う
む

か
や

か
わ
ら
け
や
ま



●●荒神社荒神社

城土塁城土塁城城城城賀城賀城賀城賀城賀賀賀賀英賀英賀英賀英賀英英英英英英⑤英⑤英 城城城城 塁塁英英賀賀賀賀城城賀賀 土土塁塁英英⑤⑤ 城城土土土土城城⑤⑤英賀城土塁英賀城土塁賀賀賀賀賀城土塁賀城土塁賀賀城土城土城土城土英英 城城 塁塁賀賀賀賀賀賀城城英英 城城英英 城城城城城土塁城土塁城城⑤⑤ 城城城城城城⑤⑤英英 城土塁城土塁英英⑤⑤英英 城土塁城土塁城城 塁塁英英 城城城城英英 城城 塁塁英英 塁塁城城 塁塁⑤⑤ 塁塁塁塁⑤英⑤英英英 塁塁英英英英 塁塁塁塁城城⑤⑤ 塁塁⑤⑤⑤⑤英英⑤⑤ 塁塁城城城城賀城賀城城土城土城城土土賀賀城城城城土土賀賀城城城城賀城賀城賀賀賀賀英英英英賀賀賀賀城城賀賀⑤⑤英英⑤⑤ 賀賀⑤⑤ 賀賀城城賀賀賀賀城城城城英英 城城賀賀城城賀賀英英英英 城城賀賀城城賀賀城土城土⑤英賀城土塁

●●● 賀神社賀神社賀賀賀賀賀賀英賀英賀英英英賀英賀英英 社社英英 社社賀賀英英賀賀賀賀賀賀 社社賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀英英英英英英英英 社社英英 社社英英英英 神神神社神社神社神社英英英英 神社神社社社神神神神神神英英英英賀賀賀賀 社社英英 神神社社英英 社社賀賀賀賀賀賀賀賀 社社社社賀賀賀賀英英賀賀神神賀賀英賀英賀 社社神社神社賀賀賀賀英英賀賀神神英英賀賀英賀英賀賀賀英英 神神英賀英賀神神賀賀賀賀英英 社社賀賀英賀神社

●●● 馬遼太郎文学碑馬遼太郎文学碑司馬司馬馬馬司司司司司司馬遼太馬遼太太郎太郎馬遼太郎文学馬遼太郎文学司司馬遼太郎文学馬遼太郎文学馬遼太郎馬遼太郎太太馬遼太郎馬遼太郎馬遼太郎馬遼太郎遼太郎文学碑遼太郎文学碑馬遼太郎文学碑馬遼太郎文学碑遼遼馬遼太郎文学碑馬遼太郎文学碑司司馬遼太郎文学碑馬遼太郎文学碑文学碑文学碑碑碑遼太郎文学遼太郎文学太郎太郎馬遼太郎文学碑馬遼太郎文学碑遼遼遼遼司司 遼太郎文遼太郎文司司 遼太郎文学遼太郎文学司司司司 遼太郎文学碑遼太郎文学碑司司 学学遼太郎文学遼太郎文学遼遼遼遼遼太郎文学遼太郎文学遼太郎文学遼太郎文学馬馬 郎文学碑郎文学碑碑碑遼遼司司馬遼太郎文学碑馬遼太郎文学碑遼太郎文学碑司馬遼太郎文学碑

⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨町坪構居跡五輪塔町坪構居跡五輪塔町町町町町町町坪構居跡五輪塔町坪構居跡五輪塔町町坪構居跡五輪塔坪構居跡五輪塔町町坪構居跡五輪塔坪構居跡五輪塔町町町坪構居跡五輪塔町坪構居跡五輪塔町町坪構居跡五輪塔坪構居跡五輪塔町町 構居跡五輪塔構居跡五輪塔町坪構居跡五輪塔

⑩

仏日山法輪寺寺

趾碑⑦趾碑⑦寺趾寺趾寺趾寺趾徳寺徳寺寺寺本徳本徳英賀本英賀本本本英賀英賀英賀英賀賀賀賀賀 趾趾英英 趾趾 ⑦⑦英英 碑碑賀賀 徳寺徳寺賀賀英賀英賀賀賀賀賀賀賀 徳徳賀賀賀賀 徳徳賀賀 徳徳徳徳徳徳徳徳賀賀 寺寺賀賀 趾碑⑦趾碑⑦徳徳賀賀 徳寺趾徳寺趾寺寺英英 徳徳本本徳寺趾徳寺趾碑碑本本徳徳徳寺趾碑徳寺趾碑英英 徳徳英英英英 徳徳英英 徳寺趾碑徳寺趾碑英英 本本本本 碑碑碑碑英英 趾趾徳徳本本徳寺趾碑徳寺趾碑英英 徳寺趾徳寺趾英英 徳寺趾碑徳寺趾碑碑碑本本英英 徳徳 碑碑英英英英 趾趾趾趾英賀英賀英賀英賀賀賀賀賀 趾趾本徳寺趾碑⑦本徳寺趾碑⑦本徳寺趾碑本徳寺趾碑本本英英 徳寺趾碑徳寺趾碑⑦⑦英英 徳徳賀賀 徳徳賀賀 碑碑賀賀 趾趾趾趾賀賀 趾趾 ⑦⑦英英 趾趾英賀英賀 徳徳賀賀英英 徳徳 ⑦⑦⑦⑦徳寺趾碑徳寺趾碑本本賀賀賀賀賀賀 寺寺英英 寺寺賀賀英英英英 碑碑賀賀賀賀 寺寺 碑碑賀賀賀賀英英 徳徳英賀英賀 徳徳英英英英英英 碑碑英英 徳徳英英 徳寺趾碑徳寺趾碑賀賀 徳徳賀賀 寺寺徳徳寺寺徳徳英英賀賀本徳寺趾碑⑦英賀本徳寺趾碑⑦

英賀本徳寺趾碑

①峰相山鶏足寺跡

峰相山鶏足寺跡

太陽公園

●●石倉峯相の里

峯相上池

峯相大池
大津茂川

新池

姫路北バイパス
山

陽
自

動
車

道

県
道
護
持
下
伊
勢
線︵

４
１
３
号
︶

石倉石倉 石倉

西西西西西西西西西西西西
越越
打
越
打
越
打
越
西

東洋大附属姫路高校●
野球グランド

英賀城跡
公園

英賀東町２英
英賀東

前前前前前前協前協前協前協前農協農協農協農協農農保農保農英賀保農協前英賀保農協前前前英賀保農協前英賀保農協前前前保保保農保農保農保農英賀保農協英賀保農協協協保農協前保農協前協協英賀保農協前英賀保農協前農農英賀保農協前

蔵蔵蔵蔵蔵蔵地地地地地地浜地浜地中浜中浜浜浜中浜地蔵中浜地蔵浜浜地地浜浜浜地浜地浜浜 蔵蔵浜浜地地浜浜中浜地中浜地浜浜中中中浜中浜中浜地蔵中浜地蔵浜浜 蔵蔵中浜地蔵●●●

●●●●●●●●● 水水水水清水清水清水清水清清清清大木の清大木の清大大大大大大大大大大大木の清水大木の清水水水水水大木の清大木の清水水清水清水水水大木の大木の 水水水水大木大木大大 清清大木の清水

夢
前
川

夢
前
川

夢
前
川

教法寺

明蓮寺

広栄橋広栄橋広栄橋

歌野橋歌野橋歌野橋

山陽自然歩道

山

文

伊勢小

学校前

文

29

29

小学校前小学校前小学小学小小小小荒川小学校前荒川小学校前荒川小学校前

荒川小

荒川農協前

西町坪西町坪西西西西西西西町坪西町坪西西町坪町坪西町坪

夢前川駅

西飾磨駅

山陽電鉄　網干線

跡碑跡碑跡碑跡碑丸跡丸跡丸跡丸跡本丸本丸本丸本丸英賀城本英賀城本英賀英賀英英英英英英賀城本丸跡賀城本丸跡英英賀賀英英賀賀英英賀城本丸跡碑賀城本丸跡碑跡跡賀賀英英賀城本丸跡賀城本丸跡跡跡賀城本丸跡賀城本丸跡跡跡城本丸城本丸跡跡城本城本本本城本丸跡碑城本丸跡碑跡跡城本丸跡碑城本丸跡碑丸丸丸丸城城城城 跡跡碑碑英英 城本丸跡碑城本丸跡碑英英 城本丸城本丸跡跡英英 城城 跡跡城本丸跡碑城本丸跡碑跡跡英英 跡跡城本丸城本丸英賀城本丸跡碑英賀城本丸跡碑城本城本丸跡碑丸跡碑英賀城本丸跡碑英賀城本丸跡碑跡跡英英英英 碑碑跡碑跡碑跡碑跡碑跡碑跡碑跡碑跡碑城城英英 碑碑英英英英 丸跡丸跡賀賀賀賀 丸丸賀賀 跡跡本本本本本本城城城城本本 碑碑城本城本本本本本 碑碑賀城賀城 丸跡碑丸跡碑丸丸賀城賀城賀城本丸跡賀城本丸跡本丸本丸英英賀城本丸跡賀城本丸跡賀賀英英 碑碑賀城本賀城本丸丸賀城賀城賀賀英英賀賀英英賀城賀城城城城城 碑碑英賀城本丸跡碑英賀城本丸跡碑英英 城本丸跡城本丸跡城本丸跡城本丸跡賀城賀城賀賀 碑碑賀 本丸跡賀 本丸跡城本丸跡碑英賀城本丸跡碑

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥
●●
⑥⑥

●
⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥

●●
⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥

英賀城本丸跡碑

●●●
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峰 相 山 鶏 足 寺 跡 英賀ルートマップ

山崎構居跡青山ルートマップ

山陽電鉄

西飾磨駅→夢前川駅　コース

ＪプＪＲ播磨高岡駅からバス停「青山坂下」までのルート
ＪＲ英賀保駅からの

見取り図 荒　川 仏日山法輪寺

町坪構居跡五輪塔


